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本書は，高齢者の生きがい対策と人材活性化について，「生涯学習」を軸
とした調査結果を考察したものである．また，高齢者の生きがい対策に
関して，学習，社会参加支援，職場開発，高齢者の青少年教育，地域活
動，生涯学習などの観点から研究をし，提言している． 
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